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はじめに 

 

本報告書は、中勢北部サイエンスシティ第１期事業が実施されるにあたり、当該事業に係る環

境影響評価書（以下、「評価書」という）において示した環境保全を期すための環境モニタリング

調査について平成 22 年度に実施した調査結果をとりまとめたものである。 

なお、調査及びとりまとめは、財団法人三重県環境保全事業団が行った。 
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１．事業の概要 

１－１ 事業者の氏名及び住所 

氏  名：津 市         津市土地開発公社 

住  所：津市西丸之内 23-1    津市河芸町浜田 808 番地 

代 表 者：津市長 松田 直久   理事長 野口  正 

 

１－２ 事業の名称、実施場所及び規模等 

名  称：中勢北部サイエンスシティ第１期事業 

種  類：宅地その他用地の造成事業 

実施場所：津市あのつ台地区 

規  模：総面積 165 ha 

 

１－３ 工事の進捗状況 

中勢北部サイエンスシティ第１期事業全体では、平成 14 年度に、公園区域（中勢グリーンパ

ーク）の一部、中勢バイパス沿いの区域及び集合住宅区域を除き工事を完了し、供用を開始し

ている。また、平成 19 年度より未着手部分の追加造成を開始した。 

各区域別の状況は、次のとおりである。（それぞれの位置は図－１参照） 

 

（１）津オフィス・アルカディア区域（地域振興整備公団（現 中小企業基盤整備機構）） 

・平成 12 年度造成工事完了。 

・平成 13 年度より分譲及び供用開始。 

（２）産業・流通・住宅区域（津市土地開発公社） 

・中勢バイパス沿いの産業区域及び流通区域の一部を造成開始。 

・平成 12 年度より順次分譲開始、現在一部供用開始。 

（３）公園区域（津市津北工事事務所） 

・平成 13 年４月より一部開園しており、平成 22 年３月１日現在、9.4ha が供用開始してい

る。 
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２．環境保全のための措置の実施状況 

２－１ 水 質 

・仮設沈砂池、２号調整池を整備し、沈砂池容量を確保している。 

・完成宅地には、それぞれ仮設の沈砂桝を設置している。 

・２号調整池のオリフィス流入部に砕石によるフィルターを設置している。 

・２号調整池上流側において、竹そだによる濁水防止工を設置している。 

 

２－２ 環境整備 

・カスミサンショウウオ等の生息環境保全のため、放棄水田において除草、耕起等の環境整

備を実施している。 

 

３．調査項目及び作業内容 

平成 22 年度における調査項目及び作業内容は、以下のとおりである。 

・水質調査：降雨による事業区域からの濁水の影響を把握するための“濁水調査”及び環境

保全目標を設定している環境基準点（今井橋）における水質の変動を把握する

ための“供用後調査”の２調査を実施した。 

・騒音調査：周辺への騒音影響を把握するための“環境騒音調査”及び“建設騒音調査”の

２調査を実施した。 

・環境整備：特筆すべき動物であるカスミサンショウウオの生息環境を整備するための“除

草・耕起工”を実施した。 

なお、特筆すべき動物・植物については、計画区域全体で移植がすでに完了し

ていることから、特筆すべき植物の活着状況の調査については終了し、植物相

調査については追加工事完了後調査をはじめることとする。 

また、特筆すべき動物についても工事開始から 10 年以上経過していることか

ら終了し、工事完了後再度調査を開始することとする。 
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４．調査内容 

４－１ 水 質 

４－１－１ 調査概要 

（１）調査地点 

水質調査の調査位置は、図４－１－１に示したとおりである。 

濁水調査を、２号調整池出口、志登茂川（志登茂橋）、仮設沈砂池出口及び横川（横川橋）の

４地点で、供用後に係る水質調査を、志登茂川（今井橋付近）の１地点で実施した。 

なお、供用後に係る水質調査では、参考調査として、前田川汚水放流口付近においても調査

を実施した。 

 





 6

（２）調査の概要 

①濁水調査 

調査回数：14 回 

調査時期 

2 号調整池、志登茂橋、仮設沈砂池、横川橋 

通常降雨時 

豪雨時 

１．平成 22 年 ４月 28 日 

２．平成 22 年 ５月 20 日 

３．平成 22 年 ６月 16 日 

４．平成 22 年 ７月 13 日 

５．平成 22 年 ７月 29 日 

６．平成 22 年 ８月 12 日 

７．平成 22 年 ９月 ２日 

８．平成 22 年 ９月 16 日（豪雨時） 

９．平成 22 年 ９月 28 日（豪雨時） 

10．平成 22 年 10 月 29 日 

11．平成 22 年 11 月 23 日 

12．平成 22 年 12 月 ３日 

13．平成 23 年 ２月 11 日 

14．平成 23 年 ２月 28 日 

 

・調査項目及び分析方法 

調査項目 分析方法 

ＳＳ 昭和 46 年環境庁告示 59 号付表８ 

濁度 JIS K0101 9.4 
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②供用後調査 

調査回数：12 回 

調査時期 

調査項目 調査時期 

環境基準点での水質調査 

１．平成 22 年 ４月 26 日 

２．平成 22 年 ５月 10 日 

３．平成 22 年 ６月 10 日 

４．平成 22 年 ７月 ５日 

５．平成 22 年 ８月 ２日 

６．平成 22 年 ９月 10 日 

７．平成 22 年 10 月 12 日 

８．平成 22 年 11 月 10 日 

９．平成 22 年 12 月 15 日 

10．平成 23 年 １月 12 日 

11．平成 23 年 ２月 ４日 

12．平成 23 年 ３月 ９日 

 

・調査項目及び分析方法（今井橋付近） 

調査項目 分析方法 調査項目 分析方法 

ｐＨ JIS K0102 12.1 セレン JIS K0102 67.3 

ＢＯＤ JIS K0102 21 及び 32.3 
硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素 
JIS K0102 43 

ＣＯＤ JIS K0102 17 ふっ素 昭和 46 環告 59 号付表６ 

ＳＳ 昭和 46 環告 59 号付表８ ほう素 JIS K0102 47.4 

n-Hex 昭和 46 環告 59 号付表 10 ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ JIS K0125 5.1 

全窒素 JIS K0102 45.4 ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ JIS K0125 5.1 

全リン JIS K0102 46.3 ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ JIS K0125 5.2 

ＤＯ JIS K0102 32.1 四塩化炭素 JIS K0125 5.2 

塩化物ｲｵﾝ JIS K0102 35.1 1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ JIS K0125 5.2 

大腸菌群数 

（MPN） 
昭和 46 環告 59 号別表２ 1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ JIS K0125 5.2 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ JIS K0102 55.3 ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ JIS K0125 5.2 

全ｼｱﾝ 
JIS K0102 38.1.2 

及び 38.3 
1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ JIS K0125 5.2 

鉛 JIS K0102 54.3 1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ JIS K0125 5.2 

六価ｸﾛﾑ JIS K0102 65.2.4 1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ JIS K0125 5.2 

ヒ素 JIS K0102 61.3 ﾍﾞﾝｾﾞﾝ JIS K0125 5.2 

総水銀 昭和 46 環告 59 号付表１ ｼﾏｼﾞﾝ 昭和46環告59号付表５第１

ｱﾙｷﾙ水銀 昭和 46 環告 59 号付表２ ﾁｳﾗﾑ 昭和 46 環告 59 号付表４ 

ＰＣＢ 昭和 46 環告 59 号付表３ ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 昭和46環告59号付表５第１
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４－１－２ 調査結果 

①濁水調査結果 

濁水調査結果を表４－１－１、２に、濁水調査時の降雨状況を表４－１－３に示した。 

通常降雨時におけるＳＳ濃度は 5.1～420mg/ℓ の範囲、豪雨時におけるＳＳ濃度は 7.2～

290mg/ℓ の範囲にあった。 

また、通常降雨時における濁度は 1.7～440 度の範囲に、豪雨時における濁度は 6.5～310 度

の範囲にあった。 

ＳＳ濃度・濁度とも最も値が高くなった地点は、通常降雨時、豪雨時とも仮設沈砂池出口で

あった。 

今回の調査結果を、環境影響評価書の予測結果と比較すると、２号調整池出口の通常降雨時

では、７月（７月 29 日）調査時、２月（２月 11 日）調査時で評価書の予測結果（通常降雨時

ＳＳ：68mg/ℓ ）を上回る値であったが、他の調査時は予測結果を下回る値であった。 

また、豪雨時は２回の調査とも予測結果（ＳＳ：170mg/ℓ ）を下回る結果であった。 

なお、今回の調査では、豪雨時の雨量が評価書記載の予測時の設定雨量（197mm）よりも少な

い雨量（当日と前日合わせて、９月 16 日：97.5mm、９月 28 日：73.0mm）であるため、参考と

して通常降雨時（40mm）の予測結果（68mg/L）と比較してみると、いずれも同予測結果を下回

る値であった。 

仮設沈砂池出口の通常降雨時では 10 月調査時、11 月調査時、２月（２月 11 日）調査時を除

き、予測結果（ＳＳ：53mg/ℓ ）を上回る値であった。また、豪雨時の２回の調査とも予測結果

（ＳＳ：152mg/ℓ ）を上回る値であった。 

仮設沈砂池出口付近の結果が評価書予測結果を上回った原因には、沈砂池周辺の工事からの

一時的な濁水流出と考えられる。今後、これらの工事が完了し、沈砂池の機能保全に注意する

ことで、濁水の流出は低減されるものと考えられる。 

しかし、今後も継続的な水質調査による監視を実施することとする。 

調査状況を写真４－１－１～56 に示した。 
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表４－１－１ 濁水調査結果（浮遊物質量：ＳＳ） 

ＳＳ(mg/l)           項目 

年月日 ２号調整池 志登茂橋 仮沈砂池 横川橋 

平成 22 年 ４月 28 日 5.1 110 300 87 

平成 22 年 ５月 20 日 8.5 7.3 83 19

平成 22 年 ６月 16 日 11 33 260 52

平成 22 年 ７月 13 日 9.2 21 84 68

平成 22 年 ７月 29 日 92 23 320 17

平成 22 年 ８月 12 日 12 48 170 95

平成 22 年 ９月 ２日 19 29 420 34

平成 22 年 10 月 29 日 6.0 11 22 23

平成 22 年 11 月 23 日 10 8.5 6.1 18

平成 22 年 12 月 ３日 13 76 380 44

平成 23 年 ２月 11 日 79 6.8 6.0 8.1

平成 23 年 ２月 28 日 17 16 74 34

評価書ＳＳ予測結果

通 

常 

時 

（40mm/日）
68 － 53 － 

平成 22 年 ９月 16 日 11 39 290 27

平成 22 年 ９月 28 日 7.2 25 180 29 

評価書ＳＳ予測結果 

豪
雨
時 

（197mm/日） 
170 － 152 － 

 

表４－１－２ 濁水調査結果（濁度） 

濁度(度)            項目 

年月日 ２号調整池 志登茂橋 仮沈砂池 横川橋 

平成 22 年 ４月 28 日 4.6 69.0 290.0 55.0 

平成 22 年 ５月 20 日 5.6 5.2 36.0 9.6 

平成 22 年 ６月 16 日 8.5 34.0 250.0 44.0 

平成 22 年 ７月 13 日 23.0 23.0 230.0 50.0 

平成 22 年 ７月 29 日 150.0 15.0 250.0 13.0 

平成 22 年 ８月 12 日 11.0 29.0 150.0 46.0 

平成 22 年 ９月 ２日 15.0 28.0 440.0 28.0 

平成 22 年 10 月 29 日 6.4 10.0 17.0 19.0 

平成 22 年 11 月 23 日 12.0 6.1 1.7 12.0 

平成 22 年 12 月 ３日 12.0 53.0 380.0 34.0 

平成 23 年 ２月 11 日 130.0 4.0 5.5 5.7 

通 

常 

時 

平成 23 年 ２月 28 日 13.0 10.0 38.0 28.0 

平成 22 年 ９月 16 日 8.0 25.0 310.0 15.0豪
雨 平成 22 年 ９月 28 日 6.5 22.0 180.0 19.0
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表４－１－３ 降雨状況 

単位（mm/日） 

項目 調査日 調査当日 1日前 2 日前 3 日前 4 日前 
調査前日

・当日の計

平成 22 年 ４月 28 日 27.5 18.0 0.0 0.0 0.0 45.5

平成 22 年 ５月 20 日 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 

平成 22 年 ６月 16 日 14.5 40.0 7.0 9.5 0.0 54.5 

平成 22 年 ７月 13 日 30.5 1.0 0.5 0.0 29.5 31.5 

平成 22 年 ７月 29 日 16.5 0.0 0.0 0.0 0.0 16.5 

平成 22 年 ８月 12 日 21.5 0.0 10.5 12.5 2.5 21.5 

平成 22 年 ９月 ２日 17.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.0 

平成 22 年 10 月 29 日 0.5 12.5 0.0 0.0 1.0 13.0 

平成 22 年 11 月 23 日 0.5 23.0 0.0 0.0 0.0 23.5 

平成 22 年 12 月 ３日 24.5 9.5 0.0 0.0 0.0 34.0 

平成 23 年 ２月 11 日 5.5 0.0 1.5 0.0 0.0 5.5 

通
常
降
雨
時 

平成 23 年 ２月 28 日 24.0 0.5 0.0 0.0 5.0 24.5 

平成 22 年 ９月 16 日 76.0 21.5 0.0 0.0 0.0 97.5 
豪雨時 

平成 22 年 ９月 28 日 30.5 42.5 3.5 0.0 0.0 73.0 

出典：津地方気象台、気象庁ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
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②環境基準点（今井橋）での水質結果 

放流水流入河川である志登茂川において環境基準点が定められている今井橋での調査結果を

表４－１－４(1)、(2)に、現況調査時の水質調査結果を表４－１－５に示した。 

環境基準の生活環境項目（ｐＨ、ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯ）のうち、ｐＨでは、６月、８月、２

月、ＳＳでは４月を除き、環境基準（Ｃ類型）を満足していた。 

ＢＯＤ、ＤＯは全ての調査月で同基準（Ｃ類型）を満足していた。 

健康項目においてもすべての結果が環境基準に適合していた。 

また、現況調査時との比較においては、ｐＨ及び大腸菌群数でやや高めの結果が確認された

ものの、その他の項目では現況調査時と同程度もしくはそれを下回る結果もみられた。 

現時点でのサイエンスシティからの排水は、まだ一部の施設が供用を始めたばかりであるこ

とから、今後も継続的に調査を実施していくものとする。 

なお、参考として毎月実施した放流口（前田川汚水放流口付近）での調査結果を表４－１－

６(1)、(2)に示した。 

調査状況を写真４－１－57～80 に示した。 
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表４－１－４(1) 環境基準点（今井橋）での水質結果（生活環境項目） 

平成 22 年 
項 目 単 位 環境基準 

4 月 25 日 5 月 10 日 6月 10 日 7月 5日 8 月 2日 9 月 10 日

水素イオン濃

度(pH) 
  6.5～8.5 7.3 7.6 8.7 7.6  9.2  8.1 

生物化学的酸

素要求量(BOD) 
mg-O/ℓ  5 以下 2.3 2.1 4.6 <0.5 4.5  1.5 

化学的酸素要

求量(COD) 
mg-O/ℓ  － 8.6 5.6 6.1 6.7  7.4  7.1 

浮遊物質量

(SS) 
mg/ℓ  50 以下 81 7.1 15 7.6  6.5  5.7 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物

質(油分等) 
mg/ℓ  － 

検出せず

(0.5 未満)

検出せず

(0.5 未満)

検出せず

(0.5 未満)

検出せず 

(0.5 未満) 

検出せず 

(0.5 未満) 

検出せず

(0.5 未満)

全窒素 mg-N/ℓ  － 3.4 2.2 2.3 2.2  1.8  3.8 

全燐 mg-P/ℓ  － 0.43 0.24 0.28 0.22  0.27  0.85 

溶存酸素(DO) mg-O/ℓ  5 以上 9.0 8.0 12 6.3  13  10 

大腸菌群数

(MPN) 
MPN/100mℓ  － 4900 49000 1100 7900  9400  4600 

         

平成 22 年 平成 23 年 
項 目 単 位 環境基準 

10月12日 11月10日 12月15日 1 月 12 日 2 月 4 日 3 月 9日

水素イオン濃

度(pH) 
  6.5～8.5 7.6 8.0 8.2 8.4  8.8  7.4 

生物化学的酸

素要求量(BOD) 
mg-O/ℓ  5 以下 1.6 0.9 2.2 1.2  2.6  2.6 

化学的酸素要

求量(COD) 
mg-O/ℓ  － 3.5 3.4 4.6 5.1  5.7  5.6 

浮遊物質量

(SS) 
mg/ℓ  50 以下 2.8 1.3 1.8 1.5  1.6  5.4 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物

質(油分等) 
mg/ℓ  － 

検出せず

(0.5 未満)

検出せず

(0.5 未満)

検出せず

(0.5 未満)

検出せず 

(0.5 未満) 

検出せず 

(0.5 未満) 

検出せず

(0.5 未満)

全窒素 mg-N/ℓ  － 3.2 4.6 4.2 5.1  4.2  4.1 

全燐 mg-P/ℓ  － 0.23 0.36 0.36 0.48  0.61  0.40 

溶存酸素(DO) mg-O/ℓ  5 以上 8.7 11 13 13  15  9.2 

大腸菌群数

(MPN) 
MPN/100mℓ  － 24000 17000 49000 14000  2400  1300 
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表４－１－４(2) 環境基準点（今井橋）での水質結果（健康項目） 

項 目 単位 10 月 12 日 環境基準 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ mg/ℓ <0.001 0.01mg/ℓ 以下 

全ｼｱﾝ mg/ℓ
検出せず 

<0.1 
検出されないこと 

鉛 mg/ℓ <0.005 0.01mg/ℓ 以下 

六価ｸﾛﾑ mg/ℓ <0.02 0.05mg/ℓ 以下 

砒素 mg/ℓ <0.005 0.01mg/ℓ 以下 

総水銀 mg/ℓ <0.0005 0.0005mg/ℓ 以下 

ｱﾙｷﾙ水銀 mg/ℓ
検出せず 

<0.0005 
検出されないこと 

ＰＣＢ mg/ℓ
検出せず 

<0.0005 
検出されないこと 

ｾﾚﾝ mg/ℓ <0.002 0.01 mg/ℓ 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/ℓ 3 10 mg/ℓ 以下 

ふっ素 mg/ℓ <0.08 0.8 mg/ℓ 以下 

ほう素 mg/ℓ 0.02 1 mg/ℓ 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.002 0.03 mg/ℓ 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.0005 0.01 mg/ℓ 以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/ℓ <0.002 0.02 mg/ℓ 以下 

四塩化炭素 mg/ℓ <0.0002 0.002 mg/ℓ 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.0004 0.004 mg/ℓ 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.002 0.1 mg/ℓ 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.004 0.04 mg/ℓ 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.0005 1 mg/ℓ 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.0006 0.006 mg/ℓ 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/ℓ <0.0002 0.002 mg/ℓ 以下 

ﾍﾞﾝｾﾝ mg/ℓ <0.001 0.01 mg/ℓ 以下 

ｼﾏｼﾞﾝ mg/ℓ <0.0003 0.003 mg/ℓ 以下 

ﾁｳﾗﾑ mg/ℓ <0.0006 0.006 mg/ℓ 以下 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ mg/ℓ <0.002 0.02 mg/ℓ 以下 
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表４－１－５ 現況調査時の水質結果（今井橋） 

 単位 H5.8.30 H5.10.29 H5.12.20 H6.2.28 H6.4.27 H6.6.22

水素イオン濃度(pH)   7.0 7.6 7.4 7.4 7.4 7.1 

生物化学的酸素要求量

(BOD) 
mg-O/ℓ  3.6 1.7 4.7 7.3 5.2 3.2 

化学的酸素要求量(COD) mg-O/ℓ  7.6 6.6 7.5 10 9.9 6.7 

浮遊物質量(SS) mg/ℓ  21 3.2 8.3 16 6.8 3.9 

ｎ-ﾍｷｻﾝ抽出物質(油分等) mg/ℓ  － <0.5 － － <0.5 － 

全窒素 mg-N/ℓ  4.7 8.9 7.4 8.6 9.8 3.7 

全燐 mg-P/ℓ  0.89 1.1 0.93 1.1 1.1 0.41 

溶存酸素(DO) mg-O/ℓ  6.1 4.4 10 8.7 5.0 7.0 

大腸菌群数(MPN) MPN/100mℓ  1.7×103 1.7×102 2.2×102 7×10 1.7×102 1.1×103

 

表４－１－６(1) 放流口調査結果（生活環境項目）（参考） 

採水場所：前田川汚水放流口付近（ｻｲｴﾝｽ前田川側） 

平成 22 年 
  単位 

水濁法※ 

（参考） 4 月 26 日 5 月 10 日 6月 10 日 7月 5日 8 月 2日 9 月 10 日

水素イオン濃度

(pH) 
  5.8～8.6 7.4 7.6 7.2 7.4  7.5  7.5 

生物化学的酸素要

求量(BOD) 
mg-O/ℓ 130(100) 36 19 26 1.5  8.1  6.1 

化学的酸素要求量

(COD) 
mg-O/ℓ 130(100) 34 20 25 14  10  13 

浮遊物質量(SS) mg/ℓ  130(100) 19 17 17 1.6  4.4  8.2 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質含

有量 
mg/ℓ  

5(鉱物) 

30(動植) 
0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満

窒素含有量 mg-N/ℓ 120(60) 22 12 11 11  11  12 

燐含有量 mg-P/ℓ 16(8) 8.2 3.2 3.0 0.41  0.64  1.6 

溶存酸素(DO) mg-O/ℓ － 6.9 5.5 6.3 5.5  5.5  5.8 

大腸菌群数 個/cm3 － 3100 5200 4200 150  220  5000 

         

平成 22 年 平成 23 年 
  単位 

水濁法※ 

（参考） 10月12日 11月10日 12月15日 1 月 12 日 2 月 4 日 3 月 9日

水素イオン濃度

(pH) 
  5.8～8.6 7.3 7.4 7.2 6.7  7.0  7.6 

生物化学的酸素要

求量(BOD) 
mg-O/ℓ 130(100) 9.2 10 32 110  42  15 

化学的酸素要求量

(COD) 
mg-O/ℓ 130(100) 19 19 23 73  19  11 

浮遊物質量(SS) mg/ℓ  130(100) 8.3 16 17 34  28  4.0 

n-ﾍｷｻﾝ抽出物質含

有量 
mg/ℓ  

5(鉱物) 

30(動植) 
0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 0.5 未満 5.7  0.5 未満

窒素含有量 mg-N/ℓ 120(60) 13 9.2 7.1 5.3  3.6  9.4 

燐含有量 mg-P/ℓ 16(8) 2.6 1.9 3.8 4.4  2.3  2.6 

溶存酸素(DO) mg-O/ℓ － 6.2 4.0 6.7 7.1  8.0  8.7 

大腸菌群数 個/cm3 － 3400 3900 4600 4600  8200  16000 

※「水濁法」：「水質汚濁防止法（昭和 45 年法律第 138 号）」に基づく排水基準（排水基準を定める省令：昭和 46 年６

月 21 日総理府令第 35 号） 

注：水濁法の（ ）は日平均値 
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表４－１－６(2) 放流口調査結果（健康項目）（参考） 

採水場所：前田川汚水放流口付近（ｻｲｴﾝｽ前田川側） 

項 目 単位 10 月 12 日 環境基準 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ及びその化合物 mg/ℓ <0.01 0.01mg/l 以下 

ｼｱﾝ化合物（全ｼｱﾝ） mg/ℓ <0.1 検出されないこと 

鉛及びその化合物 mg/ℓ <0.01 0.01mg/l 以下 

六価ｸﾛﾑ化合物 mg/ℓ <0.05 0.05mg/l 以下 

砒素及びその化合物 mg/ℓ <0.01 0.01mg/l 以下 

水銀・ｱﾙｷﾙ水銀他水銀化合物 mg/ℓ <0.0005 0.0005mg/l 以下 

ｱﾙｷﾙ水銀化合物 mg/ℓ
検出せず 

<0.0005 
検出されないこと 

ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ mg/ℓ <0.0005 検出されないこと 

ｾﾚﾝ及びその化合物 mg/ℓ <0.01 0.01 mg/l 以下 

ふっ素及びその化合物 mg/ℓ <0.5 0.8 mg/l 以下 

ほう素及びその化合物 mg/ℓ 0.2 1 mg/l 以下 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.03 0.03 mg/l 以下 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.01 0.01 mg/l 以下 

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ mg/ℓ <0.02 0.02 mg/l 以下 

四塩化炭素 mg/ℓ <0.002 0.002 mg/l 以下 

1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.004 0.004 mg/l 以下 

1,1-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.02 0.1 mg/l 以下 

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ mg/ℓ <0.04 0.04 mg/l 以下 

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.3 1 mg/l 以下 

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ mg/ℓ <0.006 0.006 mg/l 以下 

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾝ mg/ℓ <0.002 0.002 mg/l 以下 

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ mg/ℓ <0.01 0.01 mg/l 以下 

ｼﾏｼﾞﾝ mg/ℓ <0.003 0.003 mg/l 以下 

ﾁｳﾗﾑ mg/ℓ <0.006 0.006 mg/l 以下 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ mg/ℓ <0.02 0.02 mg/l 以下 

硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 mg/ℓ 1.4 10 mg/l 以下 
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４－２ 騒 音 

４－２－１ 調査概要 

（１）調査地点 

工事中の重機類による騒音が周辺環境に与える影響を把握するため、周辺集落２地点（№１、

２）において環境騒音調査を、敷地境界４地点（№３～６）において建設騒音調査を実施した。 

また、事業実施区域内での騒音の状況を把握するため、７月、11 月、３月調査時に事業実施

区域内１ヶ所（№７）において建設騒音調査を併せて実施した。 

調査地点は、図４－２－１に示した。 

 

（２）調査回数及び時期 

調査回数及び時期は、下記のとおりである。 

・調査回数：６回（予定） 

・調査時期：平成 22 年 ５月 17 日 

      平成 22 年 ７月 ５日 

      平成 22 年 ９月 ９日 

      平成 22 年 11 月 ８日 

      平成 23 年 １月 24 日 

平成 23 年 ３月 11 日 

 

（３）調査項目及び調査方法 

調査項目は環境騒音及び建設騒音とした。 

調査方法は、環境騒音については「騒音に係る環境基準について」（平成 10 年９月 30 日 環

告 64）、等価騒音レベルについては「JIS Z 8731 5.4」により実施した。 

建設騒音については「特定建設作業に伴って発生する騒音の規制に関する基準」（昭和 43 年

11 月 27 日 厚生省・建設省告示第１号）により実施した。 
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４－２－２ 調査結果 

調査結果は、表４－２－１～６に示した。 

工事期間中の周辺集落（地点：№１、№２）における騒音については、40～44dB(A)(LAeq,10min)

で、最大値は、平成 22 年 11 月調査、平成 23 年１月調査の№１であった。 

また、環境影響評価書に記載した工事用重機類の周辺集落付近での予測結果（Ｌ50）は 53～

55dB(A)であり、今回の結果と比較してみると、今回の測定結果（Ｌ50）は 38～43dB(A)であり、

予測を下回る値であった。 

なお、環境騒音については、平成 11 年より等価騒音レベル（Laeq）で評価することになって

いるが、評価書の現況調査当時はＬ50での評価であったため、当該調査においてもＬ50での測

定を実施して比較することとした。 

次に、工事期間中の敷地境界（地点：№３、№４、№５、№６）における騒音の最大値は、

平成 22 年９月調査時の№３、５の 50dB(A)であったが、これは虫の鳴き声の影響を受けたもの

であり、さらに、環境保全目標として定めた 85dB(A)は下回る値であった。 

また、環境影響評価書に記載した工事用重機類の敷地境界付近での予測結果（68～71dB(A)）

についても、全地点で下回る値であった。（表４－２－７参照） 

なお、№７（事業実施区域内）での騒音は 45～50dB(A)であった。 

調査風景については資料編の写真４－２－１～39 に示した。 
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表４－２－１ 騒音調査結果（平成 22 年５月 17 日） 

・周辺集落（環境騒音）                 単位：dB(A)  

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考  

 №１ 14:44 ～ 43 41 鳥の鳴き声含む  

 №２ 14:18 ～ 41 38 犬、鳥の鳴き声含む  

・敷地境界（建設騒音）      

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考  

 №３ 13:39 ～ 44 木の葉の音含む  

 №４ 13:38 ～ 48 工事の音、鳥の鳴声含む  

 №５ 13:24 ～ 42 鳥の鳴声、木の葉の音含む  

 №６ 13:06 ～ 39 木の葉の音含む  

・気象 天候：晴れ、 気温：26.7℃、 湿度：35％、 風向：ESE、 風速：4.1m/s 

 

表４－２－２ 騒音調査結果（平成 22 年７月５日） 

・周辺集落（環境騒音）                 単位：dB(A)  

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考  

 №１ 15:28 ～ 40 38 
近隣道路の車音、鳥の鳴き声含

む 
 

 №２ 14:52 ～ 43 43 犬の鳴き声、草刈り機音含む  

・敷地境界（建設騒音）      

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考  

 №３ 14:00 ～ 47 虫の声、鳥の鳴声含む  

 №４ 13:27 ～ 41 木の葉の音、鳥の鳴声含む  

 №５ 15:47 ～ 37    

 №６ 11:28 ～ 40 遠くの車音含む  

 
№７ 

(事業実施区域内) 
13:41 ～ 50 住宅建築音含む  

・気象 天候：晴れ、 気温：30.8℃、 湿度：46％、 風向：SE、 風速：2.0m/s 

 

表４－２－３ 騒音調査結果（平成 22 年９月９日） 

・周辺集落（環境騒音）                 単位：dB(A) 

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考 

 №１ 13:27 ～ 42 40 
鳥の鳴声、近隣道路車音含

む 

 №２ 13:56 ～ 42 41 草木の音含む 

・敷地境界（建設騒音）     

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考 

 №３ 11:24 ～ 50 虫の声含む 

 №４ 14:25 ～ 48 鳥の鳴声、セミの声含む 

 №５ 14:57 ～ 50 セミの声含む 

 №６ 10:19 ～ 44 セミの声含む 

・気象 天候：晴れ、 気温：32.8℃、 湿度：43％、 風向：WNW、 風速：0.9m/s 
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表４－２－４ 騒音調査結果（平成 22 年 11 月８日） 

・周辺集落（環境騒音）                  単位：dB(A)  

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考  

 №１ 16:02 ～ 44 42 近隣道路の車音含む  

 №２ 15:25 ～ 41 40 ﾄﾗｸﾀｰ作業音含む  

・敷地境界（建設騒音）      

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考  

 №３ 14:40 ～ 47    

 №４ 14:09 ～ 46 鳥の鳴声含む  

 №５ 13:58 ～ 40 鳥の鳴声、重機音含む  

 №６ 13:38 ～ 48 鳥の鳴声、重機音含む  

 
№７ 

(事業実施区域内) 
14:19 ～ 45 

近隣住居からの生活音、鳥の鳴声含

む 
 

・気象 天候：晴、 気温：18.1℃、 湿度：77％、 風向：Calm、 風速：0.5m/s 未満 

 

表４－２－５ 騒音調査結果（平成 23 年１月 24 日） 

・周辺集落（環境騒音）                 単位：dB(A) 

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考 

 №１ 13:28 ～ 44 43 
鳥の鳴声、近隣道路車音含

む 

 №２ 14:01 ～ 41 40 鳥の鳴声含む 

・敷地境界（建設騒音）     

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考 

 №３ 11:14 ～ 47 鳥の鳴声含む 

 №４ 10:51 ～ 49 鳥の鳴声、近隣道路車音含む 

 №５ 10:32 ～ 47 木の葉の音含む 

 №６ 10:08 ～ 44 近隣建設工事音含む 

・気象 天候：晴れ、 気温：9.8℃、 湿度：34％、 風向：NW、 風速：1.4m/s 

 

表４－２－６ 騒音調査結果（平成 23 年３月 11 日） 

・周辺集落（環境騒音）                  単位：dB(A)  

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

(LAeq10min) 
Ｌ50 備 考  

 №１ 13:43 ～ 43 42 近隣道路の車音含む  

 №２ 14:29 ～ 43 43 草木の音含む  

・敷地境界（建設騒音）      

 地  点 測定時間 
騒音レベル 

（L5) 
備 考  

 №３ 11:15 ～ 46 鳥の鳴声含む  

 №４ 10:49 ～ 49    

 №５ 10:33 ～ 46 鳥の鳴声含む  

 №６ 10:12 ～ 43 鳥の鳴声、草木の音含む  

 
№７ 

(事業実施区域内) 
13:17 ～ 48 草木の音含む  

・気象 天候：晴れ、 気温：10.2℃、 湿度：50％、 風向：WNW、 風速：2.8m/s 
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表４－２－７ 環境影響評価書における騒音レベル予測値 

〔単位：dB(A)〕 

敷 地 境 界 付 近 集 落 周 辺 

北 東 南 西 大里山室町 南黒田 

68 68 68 71 53 55 
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４－３ 環境整備 

４－３－１ 整備概要 

（１）整備範囲 

除草工、耕起工及び水路の泥除去工等を保全区域Ａにおいて実施した。 

環境整備地域である保全区域Ａの位置を図４－３－１に、整備内容別区域を図４－３－２に

示した。 
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（２）整備回数及び時期 

整備回数及び時期は、下記のとおりである。 

・整備回数：除草工（機械）  ３回 

         （人力）  ４回 

      耕起工      １回 

・整備時期：除草工（機械）  平成 22 年 ７月 23 日～27 日（１回目：通路、畦等） 

               平成 22 年 11 月 22 日～27 日（２回目：通路、畦等） 

               平成 22 年 11 月 22 日～27 日（３回目：田面） 

         （人力）  平成 22 年 ５月 26 日～27 日（１回目） 

               平成 22 年 ７月 27 日～29 日（２回目） 

               平成 22 年 ９月 20 日～30 日（３回目） 

               平成 22 年 11 月 22 日～12 月 14 日（４回目） 

      耕起工      平成 22 年 11 月 27 日～12 月 ９日 

 

（３）整備方法 

事業区域内の保全区域Ａでは、カスミサンショウウオ等の生息地として湿地環境を維持する

必要があるため、放棄水田において除草・耕起を実施した。 

また、最上部の放棄水田に植栽した花菖蒲（300 株）周辺の除草については、人力により実

施した。 

 

４－３－２ 整備結果 

整備状況を写真４－３－１～30 に示した。 

 

４－３－３ まとめ 

保全区域Ａについて、動植物の良好な環境として維持していくためには、今後も定期的な除

草、耕起や水管理等の適正な管理の必要がある。 




